ヒュ— メ— ン という ことに 就て 
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間のう ちに は 気強い もの や 崇高な もの や 剛健な もの… 

…も 同程度に 於て 存在して いるから。 そして また、 右 

の もの は それぞれ 深浅の 度に 於て 多くの 程度が ある。 

即ち 人間的と いう 言葉 は、 或る 程度の 上下 左右の 拡が 

リを 有する 全 範囲 を 指す ことになる。 そして この 範囲 

外に 属する ものが 即ち 怪物 的と なる。 怪物 的な もの は、 

上に 在って は 神 的と 称する ことが 出来、 下に 在って は 

悪魔 的と 称する ことが 出来る。 かかる 人間的と 怪物 的 

との 境界 を定 むる もの は、 ノル マルな 状態に 在る ノル 

マルな 人の 心で ある。 

然し、 r ヒュ— メ ー ンな」 作品 だと か、 或は 「この 作 



品の 人物 は ヒュ— メ— ンだご とか 云われる 時、 その 

ヒ ュ —メ— ン という 言葉 は、 上述の 人間的と いう 意味 

に 使われて はしない。 もし 上述の 人間的と いう 意味で 

あったら、 凡そ 芸術 上の 作品な り 人物な りに、 ヒュ— 

メ ー ン ならざる もの は殆 んど存 しないと 云っても いい 

否 凡ての 作品 は 皆 ヒュ— メ— ン である。 二三の 大作の 

人物 を 除いて は (日本の 文壇で はこの 除外例 は 不要で 

あるが) 凡ての 人物 は 皆ヒュ ー メ— ン である。 

それで は 所謂 ヒ ュ — メ ー ンと はどうい うこと である 

か。 それ は 「最も ヒュ— メ— ン」 の 謂で ある。 そして 

暖も ヒュ— メ ー ン であると いう ことが、 往々 にして 作 



事 だ。 「見せる」 という こと は 作品に 確実性 を 与える。 

「暗示す る」 という こと は 作品に 人 を 動かす 力 を 与える _ 

所謂 ヒュ— メ ー ンな 作品 は、 この 「見せる」 こと だけ 

をす る 作品で ある。 固より 「見せる」 こと は 芸術の 第 

一 歩で ある。 然し それ は どこまでも 第一 歩に 止まる。 

芸術の 魂 は 寧ろ 「暗示す る」 力に 在る。 所謂 ヒ ュ ー メ— 

ンな 領域から 先へ 踏み出さなければ いけない。 そして 

芸術の 魂 を 取り戻さなければ いけない。 魂の ない 芸術 

が いくら 沢山あろう とも、 それが 真の 意味で 何の 役に 

立とう。 芸術家の 野心 はいくら 大きくても 構わない。 

事象に 奉仕す る こと も 一 つの 行き方で あるが、 事象 を 
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